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IFCAユース・プロジェクトについて巻頭
エッセイ

令和2年2月20日

第123号

公益財団法人
全国里親会
公益財団法人
全国里親会

私は家庭の事情で15歳の時に保護され、19歳までの
4年間を児童養護施設で過ごしました。そして現在、社
会的養護での経験を活かし当事者としてIFCAという日
米協働のNPO団体で活動しています。

IFCAは2012年に設立された日米協働のNPO法人で、
現在、シアトル、東京、静岡、福岡、関西に支部があります。
国を超えた、多様な考えの交流、協働、つながりづくり
を通じて、お互いの国の児童福祉の向上をミッションに
日々活動しています。またIFCAでは3つの領域「ユー
ス（社会的養護の当事者）」「ケアギバー（子どものケア
にあたる人々）」「プロフェッショナル（子ども家庭福祉
の専門職）」で活動を展開しており、私はその中のユース
の領域のプロジェクトに参加しています。

ユース・プロジェクトでは、ユースの声を発信する
ことで “社会を改革すること”そして “ユース自身が成
長すること”をミッションに、現在約20名のユースが
全国で活動しています。主な活動内容として、行政（厚
生労働省や児童相談所など）の招待や依頼を受け、ユー

スとしての経験や思いなど自分の
声を発する登壇活動や講演活動、
また互いの国の児童福祉のシステ
ムを学ぶために実際にユースが日
米両国を訪問する渡米・来日プロ
ジェクトなどを行っています。

そしてIFCAでは、実際に社会的

養護のもとで過ごした経験のあるユースを社会的養護
の専門家であると考え、そのユースの声はより良い社
会的養護を実現していく上で、非常に大切なものと考
えています。ユースひとり一人、社会的養護の中での
経験は異なっているので、それぞれのユースが十人十
色の力強い声を持っています。IFCAユースはその声を
登壇活動や講演活動など様々な場面で発信し、自分の
経験を踏まえた上でどのようにしたら社会的養護がよ
り良いものになっていくのかを提言しています。

またユース・プロジェクトにはサポーティブアダルト
（SA）と呼ばれる、ユースの活動をサポートしている大人
のスタッフも参加しています。ユースとSAが対等な立場
で一緒に活動することを理念に、外部機関との連携・交渉、
登壇活動への同行、ユース達の仕事に対するフィードバッ
クなど様々な場面でユースのサポートをしています。

ユース・プロジェクトでは2013年から2018年ま
での5年間で、50回以上のイベントを主催・共催し、
4500人以上の方々にユースの声を届けてきました。私
はこれからもIFCAの仲間たちと、より多くの人に当事
者の声を届け、より良い社会的養護実現のために活動
していきたいと考えています。

IFCA東京支部ユース・プログラム・コーディネーター　佐藤 ちひろ
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佐藤 ちひろ
15歳から19歳までの4年間を児童養護施設で過ごす。現在
はNPO法人IFCAにて当事者ユースとして活動している。
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福祉行政報告例にみる里親制度1

里親の登録数や委託数・子どもたちの措置理由・
保護者との交流状況

里親に委託された児童数、解除理由、措置変更（福祉行政報告例・平成30年度末）

新規又は措置変更により
委託された児童数 措置を解除又は変更された児童数 年度末

現在
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里親に委託
された児童 1,755 562 916 277 1,199 321 19 361 180 1 1 157 159 412 165 170 77 5,556

養育里親に委託
された児童 1,206 383 677 146 706 297 12 60 120 1 1 103 112 375 151 155 69 4,235

専門里親に委託
された児童 60 16 26 18 43 8 1 - 11 - - 10 13 18 6 4 8 223

親族里親に委託
された児童 163 5 140 18 139 14 - - 49 - - 44 32 16 8 8 - 777

養子縁組里親に
委託された児童 326 158 73 95 311 2 6 301 - - - - 2 3 - 3 - 321

　このほど、平成31年3月末現在の福祉行政報告
例が発表されました。里親制度の現状を紹介します。

（）内は前年度の数値です。
◆里親の数（認定数と児童委託数）
　平成31年3月末の里親認定数は12,315（11,730）。
子どもが委託されている里親数は4,379（4,245）。
　相変わらず里親認定数に占める未委託里親の割合
は64.4％にのぼります。
　里親の種類ごとにみていくと、

　▶養育里親認定数10,136（9,592）
　▶養育里親児童委託数3,441（3,326）
⇒養育里親の未委託の割合は66.1％。
　▶専門里親認定数702（702）
　▶専門里親児童委託数193（196）
⇒専門里親の未委託率は72.5％。
　▶親族里親登録数588（560）
　▶親族里親児童委託数558（543）
⇒親族里親の未委託率は5.1％。
　▶養子縁組里親認定数4,238（3,781）
　▶養子縁組里親児童委託数317（299）
⇒養子縁組里親の未委託率は92.5％。

　認定里親を種類別に足してみるとに15,664な
り、合計を上回っており、3,349の里親がダブル登

録をしていることが分かります。
　また、平成30年度中に新規認定となった里親は
1,688（1,448）。取り消しとなった里親は1,093

（1,153）となっています。施設と違って里親はた
えず新陳代謝がありますので、新規登録が取消を大
きく上回ることが重要です。
◆里親に委託された児童数
　平成31年3月末の委託児童数は5,556人（5,424）。
平成30年度に新規に委託された児童数は1,755人

（1,751）です。
　委託児童数を里親の種類別にみると、

▶養育里親への委託児童数4,235人（4,134）
▶専門里親への委託児童数223人（221）
▶親族里親への委託児童数777人（770）
▶養子縁組里親への委託児童数321人（299）

　里親に新規に委託された児童たちはどこから委託
されたのでしょうか。

▶児童福祉施設から562人（535）
▶家族のもとから916人（917）
▶その他277人（299）

　それでは平成30年度中に解除となった児童数は
どのくらいでしょうか。全体では1,199人（1,147）
が解除となっています。その内訳は、
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▶保護の必要がなくなり解除321人（308）
▶普通養子縁組により解除19人（27）
▶特別養子縁組により解除361人（362）
▶満年齢により解除180人（142）
▶逃亡により解除1人（2）
▶死亡により解除1人（2）
▶就職により解除157人（140）
▶その他159人（164）

　では、里親家庭から措置変更になった児童数はど
のくらいでしょうか。全体では412人（368）が里
親家庭から措置変更になっています。この児童はど
こに措置変更になったのでしょうか。

▶児童福祉施設に入所した165人（161）
▶他の里親に委託された170人（117）
▶その他77人（90）

　里親に措置された児童の年齢はいくつくらいで
しょうか。

▶0歳228人（203）
▶1～ 6歳1590人（1,515）
▶7～ 12歳1590人（1,553）
▶13～ 15歳992人（982）
▶16歳以上1,156人（1,171）

措置理由や保護者の状況、家族との交流状況2
　他の資料から里親家庭の子どもについてみていき
ます。
◆�里親家庭にくる子どもの措置理由（家庭福祉課調
べ・平成29年度）

　里親家庭にくる子どもたちはどんな理由によって
里親家庭にくるのでしょうか。多い順に紹介します。

▶父母の虐待　18.3％
▶父母の養育拒否　16.5％
▶その他　13.4％
▶父母の精神障害　10.4％
▶父母の死亡　9.0％
▶父母の放任怠惰　7.8％
▶破産などの経済的理由　7.1％
▶父母の入院　4.2％

▶父母の行方不明　3.5％
▶児童の問題による監護困難　2.9％
▶父母の拘禁　2.4％
▶父母の就労　2.0％
▶父母の離婚　0.9％
▶父母の不和　0.9％
▶棄児　0.6％

◆�児童の保護者の状況（児童養護施設入所児童等調
査・平成25年）

　里親に委託された児童の保護者の状況はどうなの
でしょうか。多い順に紹介します。

▶両親ともいない　42.4％
▶母のみ（養母含む）　31.0％
▶父母あり（養父母含む）　14.8％
▶父（養父含む）　6.4％
▶両親とも不明　4.1％
▶不詳　1.3％

◆�家族との交流状況（児童養護施設入所児童等調査・
平成25年）

　里親家庭の児童の家族との交流状況はどうなので
しょうか。多い順に紹介します。

　▶交流なし　72.4％
　▶交流あり　27.1％
　▶不詳　0.4％
交流あり27.1％の内訳は
　▶面会　14.4％
　▶帰宅　7.4％
　▶電話・手紙連絡　5.3％

◆�里親委託児童の交流ありの頻度（児童養護施設入
所児童等調査・平成25年）

　では、里親委託児童の交流ありのうち、頻度はど
のくらいなのでしょうか。

▶�帰 宅（ 月1回 以 上33.6 ％・ 年2回 ～ 1回
56.5％・年1回ぐらい9.8％・不詳0％）
▶�面 会（月1回 以 上15.9 ％・年2回～ 11回
59.7％・年1回ぐらい24.1％・不詳0.3％）
▶�電話・手紙連絡（月1回以上14.9％・年2回～
11回53.9％・年1回ぐらい30.7％・不詳0.4％）



里親ひとりひとりの養育経験はささやかです

が、いくつか集まれば貴重なノウハウになり、

他の里親の養育にも生かすことができます。今

回は「実子のいる里親」について考えてみまし

た。３人の里母の貴重な体験をご紹介します。

（船矢佳子）

里子もさまざまな背景をかかえていますが、里親
も登録するまでにそれぞれの人生があり、さまざ
まな背景を持っています。なかでも養育上、影響
が大きいと思われるのが実子の有無。前々回は「実
子のいない里親」をテーマにしましたが、今回は「実
子のいる里親」について考えてみました。

実子の年齢によっても違う

子どもがいない夫婦であれば、そこへ里子が突
然入ってきて生活が一変しても、大人なので我慢
ができるし、何より自分たちが決めたことなので
納得もいくでしょう。でも実子のいる夫婦の場合
はそうはいきません。いくら事前に話しあってい
たとはいえ、いざ始めてみたら実子も巻き込んで
の家族再編成が始まります。最初は自分たち家族
で里子を温かく包み込むつもりだったのに、逆に
自分たちがいったん解体されてから、里子を含む
家庭をイチから作り上げる作業になっていきます。
親の都合で里親家庭に組み込まれてしまった実子
にしたら、複雑な思いを抱えるのも当然のことで
しょう。

Ａ子さんは里親になって約12年。2人の実子が
小３と３歳の時に登録しました。周囲からは「もっ
と子どもが大きくなってからの方がいいのでは」
とアドバイスを受けましたが、Ａ子さんには身近
に再婚家庭の人がいて、血縁関係のない兄弟が一
緒に暮らす様子を見てきました。「自分が子育て中
だからこそ、できると思ったんです。子どもをいっ

たん育て上げた後だったら、逆にもうやる気が失
せてしまいそうでした」（A子さん）。

短期の子を何人か経験したあと、下の実子より
1歳下の女児Ｄ美ちゃんを長期で受託することに。
ちょうど下の子を保育園に入れる時だったので、
Ｄ美ちゃんと一緒に2人とも同じ園に入園しまし
た。ところが始まってみると、Ｄ美ちゃんの態度
には驚かされることばかり。たとえば「園からの
帰り道にＤ美ちゃんの目の前で、うちの子が派手
に転んで大泣きをしたことがあったんです」（Ａ子
さん）。普通は「大丈夫？」などと言う場面だった
のに、Ｄ美ちゃんはまるで何も見ていなかったか
のように平然と通り過ぎていきました。Ａ子さん
は「自分の価値観がこの子にはまったく通用しな
い」と愕然としたそうです。

里親歴約10年のＢ子さんは里親を始めた時、2
人の実子は中１と小４でした。下の子が小学校中学
年で少し落ち着いてきたので、社会貢献したいと思
い里親になりました。Ｂ子さんも季節里親やレスパ
イトなどを何人か経験したあと、長期で当時1歳後
半の女児Ｅ菜ちゃんを受託。実子も「妹ができる」
と彼女がくるのを楽しみ待っていました。ところが
Ｅ菜ちゃんがいざ来てみると、想像とはまるで違い
ました。彼女は不安感が強く、ずっと泣いて暴れて
Ｂ子さんのそばから片時も離れようとしません。子
守歌をうたって「ねんね」させるんだと張り切って
いた下の実子は、その様子をみてショックを受けて
しまいました。

Ｃ子さんが里親登録したのは約8年前です。実子

体験談を
シェアしよう!

テーマ  実子のいる里親13

■4■ 第123号 ■5■第123号



は高２と中３で、すでに自分の世界を持ち、親とし
ての役割もそろそろ卒業かなという頃でした。た
またま見かけた「里親募集」のポスターを見て、「子
どもを預かって少しでも世の中の役にたてたら」
と軽い気持ちで里親に登録。最初に季節里親をや
り、その次に1週間の予定で2歳の女児Ｆ香ちゃん
を預かりました。でも1週間という話だったから預
かったのに、延長に次ぐ延長で結局長期の受託に
なってしまいました。Ｆ香ちゃんは決して育てや
すい子ではなく、実親交流もあります。Ｃ子さん
は慌てましたが、待ったなしで追いかけてくる日々
の子育てに考える暇もなく、長期養育の生活に突
入していったのです。

お前だけの親じゃないんだぞ！

里子との暮らしが始まると、実子への影響は避
けて通れません。Ｂ子さん宅では受託当初、小学
生だった下の実子は、Ｅ菜ちゃんが物を投げたり、
たたいてきたり、あまりの乱暴さに衝撃を受け、
不安定になったことがありました。遊びに出掛け
たまま帰らないＥ菜ちゃんを、Ｂ子さんが必死に
探しまくっていた時、平気な顔して帰宅したＥ菜
ちゃんに「どれほど心配したと思っているんだ！
お前だけの親じゃないんだぞ！」と、上の実子が
激怒したことも。お前だけの親じゃない――。こ
の言葉に、Ｂ子さんは実子の心の叫びを聞いた思
いがしました。

Ｃ子さんは、Ｆ香ちゃんの養育があまりに大変
で、イライラして声を荒げてしまったり、それま
で見せたことのない取り乱した自分の姿を、実子
の前で見せてしまいました。里親をやらなかった
ら、そんな姿をみせることもなく、そこそこ「い
いお母さん」でいられたのに、それが本当につら
かったと言います。だんだん実子は里子の養育に
ついて「お母さんが大丈夫なら続ければ」と条件
付きの態度になっていきました。

兄弟（姉妹）になることを強制しない

実子のいる里親の場合、実子の子育てを通して、
教育方針などすでにある程度の基盤が出来上がって
います。そこへ里子が入ってくるため、実子と里子
の関係性については工夫が必要になるでしょう。

里親を始める時、Ｂ子さんは実子に対し、「（実子
である）あなたたちが優先だから。もしあなたた
ちの生活に支障がでるようなら、いつでも里親を
やめる」と宣言したそうです。

この「実子優先」の姿勢はA子さん、Ｃ子さんも
同じで「自分の子どもを大切にできなければ、他
人の子も大切にできないと思います」（Ｃ子さん）、

「うちも実子が第一です。実子がくずれてしまった
ら、結果的に里子にしわ寄せがいってしまうと思
うから」（Ａ子さん）と語っています。

里親はあくまで親が始めたこと。だから「実子と
里子を無理に兄弟（姉妹）にしようとしない」と
いうのも、3人とも共通でした。「実子に里子の面
倒をみさせることも原則しないように努めていま
す」とＣ子さん。どうしても見てもらう時は、「家
庭内アルバイト」として実子に決まった額のお金
を払っているそうです。里子が暴れたり、泣いた
りするときも、実子には「ママがやるから、関わ
らなくていい」ときっぱり線を引いています。Ｂ
子さんも「里子の活動には必ず私が付き添うよう
にして、実子と里子だけで活動させることは最小
限度にとどめています」と言います。

3組とも今は受託から約10年の月日が流れまし
た。Ａ子さん宅では、実子が幼かったせいか、結
果的に里子と実子は「兄弟（姉妹）のように育っ
ている」とのこと。Ｂ子さんの家では、「兄弟（姉妹）
ではないけれど、里子も家族なんだ」という感じ
だそうです。Ｃ子さんの家は実子と里子の年齢が
10歳以上離れていることもあり、兄弟（姉妹）と
いう雰囲気にはなっていません。でも「大切な人は、
家族とは限らない」という空気が家族の中に広がっ
ているということです。

■4■ 第123号 ■5■第123号
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  子どもアドボカシー 2

★子どもの視点でルールを点検！
山本さんが集めて下さった声。いつまで続くか分からない

暗いトンネルにずっといるようなイメージをもつのは私だけで
しょうか？  私も一時保護所の見学は何度かありますが、それ
は外部の人間の目線。

保護所は「安全」という名のもとに、通学・通信といった権
利を著しく制約しているうえに、統制のために厳しいルール…。
長年一時保護所の問題は指摘されてきましたが、すぐには変
わらない現実。どうしたらいいのでしょうか。
★外部の目という新しい風

昨年話題となった、東京都第三者委員会（2019）が明らか
にしたこと。一時保護所で他の子と話すのも目を合わせるのも
禁止、長時間走らされるといった厳しいルールが課せられ、「刑
務所みたい」と語られました。

外部の委員だからこそ、子どもも話せたし、問題を指摘で
きたのです。

岡山県の児童相談所では、弁護士が一時保護所の子どもた
ちに聴き取りを行っています。ここにいる理由を説明されてい
るか、不満なことはあるかなど個別に聴かれる機会を設けてい
るのです（小野・薬師寺2019）。一方、一時保護所の中には意
見箱すらない（個人情報交換を防ぐために紙を使えないため）
ところも少なくありません。やはり岡山県のように、外部の人
に伝え、子どもからの希望があれば職員にきちんとした説明や

改善を求められる。このような「アドボケイト（代弁者）」の
実現が求められます。

しかし、外部の目はまだまだ入っておらず、一時保護所の
第三者評価は自治体の9.5％、弁護士等による「アドボケイト」
実施自治体は7.6％に留まっています（MUFG 2019）。アドボ
ケイト実施自治体でも年間利用数は年平均2.14回とあまり利
用されていない状態で、今後の改善が期待されます。

昨年12月に厚生労働省は子どもの権利擁護に関するワーキ
ングチームを立ち上げました。もちろん、一時保護所のことも
対象で、今後権利擁護の体制、とくに「アドボケイト」につい
ても来年度末までにまとめられる予定です。私も委員の一人
として、アドボケイト制度の導入を訴えていきます。
★新しい一時保護所から

新しい比較的自由な一時保護所も出来つつあります。明石市
の一時保護所・江戸川など新設予定の一時保護所は比較的自由
で、12月の子ども虐待防止学会の報告でも、報告中に驚きの声
があがっているほどでした。ある新設保護所は、お小遣いの支給、
通学・通園のサポート・私物も危険物以外は持参可能、個室化・
長期入所の子への外出サポートが検討されているとのこと。

今、まさに外部の「風」・新設一時保護所の新しい「風」が
吹いてきました。子どもたちが本当の意味で安心できるよう、
子どもたちの声に耳を傾ける一時保護所にしてほしいし、私も
協力したいと思っています。

コメント

プロフィール
山本 愛夢：�20歳。看護学生。高1で保護され里親家庭で2年半過ごす。社会的養護出身の当事者活動に参加している。　　　　　　

里親家庭やひとり親家庭のお手伝いの活動 ｢オリオハナ｣ の言い出しっぺ。
栄留 里美：�大分大学健康福祉科学部助教・博士　著書『社会的養護児童とアドボカシー意見表明権の保障を目指して』等。イギリスを

モデルに児童養護施設で訪問アドボカシーを実施中。

ユースたちの声～一時保護について～

●親とか来る心配がなくて安心だった。漫画が読めた。　
●持ち物に差がでないからよかった（スマホ持ってないから）

◆�単位が取れなくて困る人がいる。
　 　出席扱いにして　

◆�安全は守られるけど、落ち込みぎみになる。
　 �　建物の上でもいいから太陽の光を浴びさせて

◆�一日のスケジュールが決められている。
　 　自分でスケジュールを創りたい　

◆�私語厳禁だったから生きてる心地がしない。
　コミュニケーションは周りをみて動くしかない。
　 �　今は結構減ってきてるけど、まだあるところは個

人情報は言わない約束のもとで会話させて

良くなかった
こと

良かった
こと

◆�受験生は勉強道具を持ち込めるといい。
　 　OKにはなったが時間がかかった。私語厳禁だから

◆�友達に何も言わずに休んでいるから不安。
　家族が保護されたことについてわからないから不安。

　 　保護する前に手紙みたいな形で伝えられたらいい

◆�いつまで続くんだろう。
　 　先が見えなさ過ぎて良くも悪くもなんとも。

◆�出たら悪い場所だったことに気づく。
　 　頻繁に連絡してほしい　

（栄留 里美）

（山本 愛夢）
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里親に措置された児童数の比較

　平成19年度の里親への子どもの委託数は全体で
3,633人。平成29年度の里親への子どもの委託数
は5,424人。10年間で1,791人の増加となりまし
た。比率にしてみると49％の増となっています。
　平成23年に「社会的養護の課題と将来像」が公
表されて、15年後の里親委託率を3割まで高めよ
うという取り組みが始まりました。国を挙げて里
親への委託率の向上、施設の小規模化が始まりま
した。
　右の図表は、都道府県（市）別に、子どもの委託
数の実数と前回比、比率を棒グラフにしたもの。
　増加のトップは金沢市で、2人から15人に増
えています。前回比で750％になっています。2
位に佐賀県の455％、長崎県の425％、愛媛県の
420％と続きます。金沢市を除いて、上位5位に九
州地区が３県入っています（佐賀県、長崎県、鹿
児島県）。
　一方で、この10年間で委託数が逆に減っている
県や市もあります。秋田県は28人から16人と減っ
ています。滋賀県も74人から46人に。川崎市も
84人から63人に。子どもの委託数が10年前より
も減った県市は合計7つあります。
　これらの図表には個別事情は反映されていない
ため、どのような要因があるのかは不明です。政令
指定都市が新しくできたために統計上数字が分散
してしまったとか、10年の間に施設が新設されて
施設委託が増えたという地域もあるでしょう。一
方、委託児童数が増加しているところはそれなりに
工夫を凝らしていることも考えられます。

数字
里親制度

でみる
6

　前号では、福祉行政報告例のデータを参考に

して、この10年間の認定里親の増減をみました。

本号では同様にして、里親に委託された子ども

の数をみることにします。使用したデータは、

平成19年度と平成29年度のもの。（木ノ内博道）

里親家庭への委託児童数（10年間の比較）

●平成29年度と平成19年度の比較都道府県市 平成
29年

平成
19年

前回比
(%)

金 沢 市 15 2 750
佐 賀 県 50 11 455
長 崎 県 68 16 425
愛 媛 県 42 10 420
鹿 児 島 県 93 25 372
堺 市 32 9 356
さいたま市 62 18 344
高 知 県 53 16 331
福 井 県 29 10 290
広 島 市 40 14 286
宮 城 県 92 33 279
仙 台 市 62 23 270
浜 松 市 26 10 260
和 歌 山 県 54 21 257
岩 手 県 102 42 243
名 古 屋 市 84 36 233
京 都 市 48 21 229
岡 山 県 70 31 226
大 阪 府 109 49 222
兵 庫 県 169 76 222
京 都 府 40 18 222
静 岡 市 57 26 219
山 形 県 35 17 206
福 岡 県 124 61 203
千 葉 市 39 20 195
石 川 県 21 11 191
埼 玉 県 210 113 186
広 島 県 59 33 179
奈 良 県 40 23 174
香 川 県 40 23 174
長 野 県 66 38 174
新 潟 市 45 26 173
札 幌 市 152 93 163
福 島 県 75 46 163
神 戸 市 44 27 163
福 岡 市 104 65 160
千 葉 県 235 149 158
三 重 県 118 75 157
岐 阜 県 57 38 150
大 分 県 93 62 150
富 山 県 22 15 147
青 森 県 64 44 145
静 岡 県 107 75 143
山 口 県 68 48 142
北 九 州 市 52 38 137
島 根 県 39 30 130
徳 島 県 32 25 128
栃 木 県 95 76 125
横 須 賀 市 18 15 120
神 奈 川 県 103 87 118
新 潟 県 79 67 118
沖 縄 県 142 122 116
大 阪 市 106 93 114
東 京 都 459 406 113
北 海 道 327 290 113
鳥 取 県 44 41 107
山 梨 県 67 65 103
茨 城 県 92 90 102
宮 崎 県 56 55 102
愛 知 県 125 126 99
熊 本 県 36 40 90
群 馬 県 57 66 86
横 浜 市 81 96 84
川 崎 市 63 84 75
滋 賀 県 46 74 62
秋 田 県 16 28 57
相 模 原 市 23 0 -
岡 山 市 22 0 -
熊 本 市 29 0 -
全 国 5,424 3,633 149

0.0 800
（%）

600400200100
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受託した子が小学生になりました。お友達と家で遊ぶことがあるのですが、
「家に呼ぶのは禁止だけど友達の家にいくのはＯＫ」、逆に「自宅に来てもら
う方はいいけど、友達のお宅にいくのはダメ」、「トラブルがあると困るから
どちらの家でも禁止で、外遊びのみ」など家庭ごとにいろいろルールがある
ことがわかりました。皆さん
は子どもが友達と家で遊ぶ時
のルール、どうしていますか。

次回の質問は

友達と家で遊ぶ時

　読者が質問して読者が答えるコーナーです。

　里親活動する上で気になっていることを質問としてお寄せください。また質問に対するご意見やアドバ

イスも募集します。どちらもメール、ファックス、手紙で「里親だより・読者で作るコーナー係」と明記

してお送りください。また一部文章に手を加える場合がありますので、ご了承願います。今回は前号に掲

載した質問に、以下の通りご意見が集まりました。他にもさまざまな考えがあると思います。あくまで参考

例としてご活用ください。なお、いただいたご質問・ご意見はすべて取り上げるとは限りません。（船矢佳子）

 Mail  info@zensato.or.jp　  FAX  03-3404-2034
 住 所  〒107-0052 東京都港区赤坂9-1-7-857

うちの夫は出張が多く、キッチリとした
家事分担がしにくいので、夫が家にいる

期間に短期集中で家事をやってもらうスタイル

ですね。彼は、汚れているところを磨きあげて
綺麗にするのが得意なので、皿洗いとか掃除関
係をやってくれています。

うちは家事の分担はアバウトですが、平
日が私で、週末とか仕事が休みの時は夫

がやる感じですかね。夫は料理が好きで買い物と
か皿洗いとか食事関係が任せられるので、私が外

出するときにご飯の時間を気にせず出かけられて
助かります。それを見て育ったせいか、里子たち

（男子が多い）も台所に自然に立つようになりま
した。

以前、日曜日の昼ご飯の用意を夫の担当に
しました。すると毎回カップメンになりま

したが、子どもは大喜び。ちょっと栄養面が心配と

言ったら、今度は毎回冷凍食品を出すように。栄養
面での心配は続きましたが、一食分でも準備と片付
けをしなくていいので、私はけっこう助かりました。

中学生を養育中の里父です。我が家は共働
きなので、お互いの仕事の状況を見なが

ら、わりとシッカリ家事分担をしてきました。子
どもが小さい時は私の方が労働時間が長く妻は短
時間勤務だったので、妻の家事分担がやや多かっ

たです。今は妻が正社員となり、私は定時退社の
部署で帰りが早いので、私は毎日夕食作りと洗濯
を担当し、私の家事分担が増えています。最近は
子どもも食事の準備に参加するようになってきて
助かっています。

●家事分担

育休の取得もほとんどが母親ですし、家事育児はどうしても、主たる養育者である里母（里父）
に負担がかかりやすいですよね。みなさんのお宅では夫婦（家族）の家事分担はどうなって

いますか。

A1

A3

A4

A2

Q

読者で作る コーナー �
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このプロジェクトは、子どもの意見を中心に、里親
の経験、専門家の知見などから、里親に必要な子育て
スキルを考えていく、というものです。子どもの意見
をまとめる「こども会議」と、里親と専門家で構成す
る「おとな会議」があります。おとな会議で「里親の
子育てスキル12カ条」をまとめました。

①�子どもの目を見て、優しく話を聴く。話の内容を覚え
ている

　→�子どもと信頼関係を作るには「対話」が大切。愛
着の課題のある子が多いので、しっかり目を見て、
優しく話を聴くことが重要です。

② ��里親が自分の感情の動きを知り、ケアする知識
とスキルを持つ

　→�子どもとの関係から、さまざまな感情が噴出して
きます。子どもを大切に思うからこその苦しみだっ
たりもします。そんな自分の心に気付いて、丁寧
にケアしていかないと、と考えました。結果とし
て虐待防止にもなります。

③ 子どもの意見なしに物事を決めない
　→�子どもにとっての「ナイス！」は、里親の考える「ナ

イス！」とは違うという意味。小さな子どもでも
丁寧に説明してあげれば、その子なりの意見があ
ります。

④ いつも言葉や態度で「あなたが大好き」と伝える
　→�実親との別れの体験から「自分はいらない子なん

だ」と感じる子も多くいるので、毎日思いを伝え
る事はとても大事です。子ども自身が自分の価値
を再発見する機会になります。

⑤� 自分や状況に合ったサポート、資源、仲間に支えてもらう
　→�子育てで困った時に「力を借りる」ということは

当たり前のこと。使える資源は遠慮なく使えてこ
そ里親として一人前です。ヘルシーな環境を保ち
ましょう。

⑥ なにげない日常、ありのままの姿をみせる
　→�子どもが「そのままの自分でいい」と思えるよう

になるには、里親が力をぬいて、自分なりに生き
ている姿を見せることが大切です。

⑦ 間違いを素直に謝れる
　→�自分の間違いを認められる里親こそ、信頼されます。

「ごめんなさい」を言える里親は、やっぱりカッコいい。

　東京・中野区の里親仲間が進める「ナイス！な親プロジェクト」では、里親が日頃心がけた
いことやそれぞれに望むことを取りまとめています。今回、おとな会議から発表された「里親
の子育てスキル12カ条」をご紹介します。（木ノ内博道）

⑧ 
�子どもとうまくいかない時の解決策３ステップを
知っている（まずお腹を満たす・スキンシップで
心を満たす・言いたいことを書いてみる）

　→�自分と子どもの心と体調を整えると、トラブルが
消えることもあります。カッカした時は、いいた
いことを書き出してみましょう。

⑨ �子どもの「ウソ」や「試し行動」には、理由がある
ということを知る

　→�子どもの困った行動は、自分の責任と思って落ち
込んでしまうこともあります。もしかしたら「愛
着関係が出来てきている良い調子！」なのかも知
れません。いつもとは違う視点を持つことが大事
です。

⑩ 子どもの挑戦を応援し、一緒に考える
　→�できる・できないをジャッジせず、頑張る子どもの

背中を見守りましょう。一緒に考える仲間になりま
しょう。失敗も子どもにとっては大切な財産。

⑪ 子どもを信じて待つ
　→�里親が全力を尽くしても、どうにもならない時が

ある。子どもは育つ力を持っていると信じて、気
長に構えることも大切です。

⑫� つらい時、怒っている時も、笑えることがあったら笑っちゃおう
　→�苦しい時、笑えない時ほど、思いっきり笑い飛ばせ

るような、おおらかさ、ユーモアをもちたいものです。

さまざまな里親が、それぞれの持ち味を活かしなが
ら子育てできるように、基本的に必要なスキルに注目
してまとめました。

今回の取り組みは、あくまで一部の里親たちの考え
をまとめたものです。里親として成長していくなかで、
考え方も変化していくかも知れません。また、地域に
よって違いがあるかも知れません。

「ナイス!な親プロジェクト―こども会議＆おとな会議」
の活動から

里親の子育てスキル　      か条12
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精神養子運動の開始 ―谷本清とノーマン・カズンズ

田
 た なか

中 友
ゆ か こ

佳子

に留学した後、帰国した広島で爆心地から３キロ地点で

被爆しました。このときの様子が『ザ・ニューヨーカー

（The New Yorker）』に掲載されたジョン・ハーシー

（John Hersey）のルポ「HIROSHIMA」に紹介され、

自ら被爆しながらも救護活動を行った英雄として、アメ

リカでも知られるようになります＊３。原爆被害者の救済

を志して再び渡米、真珠湾攻撃を謝罪するなど排日感情

を和げ、広島の窮状と救済を訴え続けました。

こうした谷本の主張に共鳴したのが、アメリカを代

表する文芸誌『土曜文芸評論（Saturday Review of 

Literature、以下SRL誌）』の主筆で、国際融和や核軍拡

競争反対を唱えていたジャーナリストのノーマン・カズン

ズ（Norman Cousins, 1915-1990）でした。カズンズは、

原爆投下から4年過ぎた1949年、広島を訪問する機会を

得ます。そして、この訪問について綴った「4年後のヒロ

シマ（Hiroshima- Four Years Later）」という記事には、

「広島戦災児育成所は、広島訪問のハイライトだった（The 

Yamashita Orphanage was, I think, the high spot of 

my visit to Hiroshima.）」と記されています＊４。都市の再

建が進む一方で、原爆症や貧困に苦しむ人々の存在を、カ

ズンズは目の当たりにしました。一方、山
やました

下義
 ぎ しん

信・禎
てい

子
こ

夫

妻の運営していた広島戦災児育成所を訪問した際、原爆孤

児が手厚く育てられていることには感銘を受けながらも、

施設の狭さや苦しい経済状況を知るに至ります。アメリカ

で養子にすることは法律上難しいことから、原爆孤児に対

する支援として考案したのが、精神養子という方法でした。

精神養子と養親は、どのように交流したのでしょう

か。たとえば、養親となったベン・フューソン（Ben W. 

Fuson, 写真7-1）が編集部に送った手紙には、精神養子

Aちゃんとのやりとりが次のように書かれています。

フューソン家ではAちゃんを「娘」として手紙や小包

を送り、Aちゃんもそれに励まされ、応えようとする姿

2016年公開の映画『この世界の片隅に』をご存知で

しょうか（原作こうの史代,監督片渕須直。もう一つの

エピソード「この世界の（さらにいくつもの）片隅に」

2019年12月公開）。広島市江波から呉に嫁いだ主人公す

ずを通して、戦時下の日常が丁寧に描かれた秀作です。

1945年8月6日原爆投下直後の広島は直接出てきません

が、すずの実家は原爆の被害を受け、また母親を失った「原

爆孤児」が登場します。原爆孤児は、投下後の絶望的な

状況を現すと同時に、戦後も淡々と続く日々を照らす灯

り、すずたち家族の生きる希望としても描かれています。

終戦直後の広島には、4,000 ～ 5,000人の原爆孤児

が存在していたといわれます＊１。親兄弟を失っただけ

でなく、自らも原爆による傷を負ったり、いわれのな

い差別を受けるなど、二重三重の苦しみを味わった原

爆孤児たち。彼・彼女たちにどのような働きかけがな

されたのか、また冷戦体制での原爆孤児「救済」はい

かなる意味を持ったのか―今回は、日米の間で展開さ

れた精神養子運動（moral adoptions project）を通

して、これらの点を考えたいと思います＊２。

精神養子運動とは、アメリカに住む養親が、広島

の養護施設で生活する原爆孤児を「精神養子（moral 

adoptions）」にし、金銭的支援や手紙、小包などのやり

とりを行う試みのことです。日本人は、1965年まで「米

国移民法（Immigration Act）」によりアメリカ国籍を取

得して養子縁組を行うことができなかったため、精神養

子という方法が発案されました。この精神養子運動では、

原爆孤児の成長を精神的・物質的に援助するだけでなく、

日本人の原爆孤児とアメリカ人が疑似的な「家族」関係

を結ぶことも目指されていました。

精神養子運動の開始に影響を与えたのが、広島流川教

会の牧師・谷
たにもと

本清
きよし

（1909-1986）です。谷本は、1937

～ 40年にアメリカ・ジョージア州のエモリー大学神学部

戦後里親制度の
変遷❼

遺された原爆孤児たち

Our New “Daughter”―精神養子と養親の交流

九州大学学術協力研究員

戦後広島の精神養子運動
―アメリカ人による原爆孤児の「救済」

私たちの新しい「娘」が日本語で手紙を書いて送って
きました。同封された英訳には、「世界中にも春が訪れつ
つありますけれども私には既に春が訪れました。あなた
の親切な手紙に感謝します。私は夢でも見ているのでは
ないかしらと思っております…私は一生懸命に勉強して、
そしてあなたのよき娘となります。」とありました。

Our new “daughter” wrote us a letter in 
Japanese enclosed with an English translation, 

“Spring has come round to the world and to me, 
too. Thank you very much for your kind letter…I 
feel as if I were dreaming a happy dream...I will try 
to study hard and be a good daughter to you”.＊５



■10■ 第123号 ■11■第123号

勢が見て取れます。また、広島戦災児育成所の山下禎子

は、子どもたちの様子を次のように記しています。

精神養子は1950 〜 59年に実施され、9年間でおよそ

500人の精神養子が成立し、アメリカからは総額1,700

万円を超える送金があったとされます。SRL誌の購読者

からの反響は大きく、1950年の時点で養親は300人以

上、候補となる原爆孤児の数を上回るほどだったと報じ

られました。

一方で、実際には、フューソン家のように精神養親子

が親密に交流するケースは、多くはなかったようです。

1953 〜 55年に行われた調査によれば、調査対象199組

のうち、精神養親子関係が「あまりよくない」「殆どよく

ない」「全くよくない」は152組、8割弱が文通や送金が

ほとんどないと報告されています＊６。その理由として、精

神養子の斡旋機関の不備が挙げられています。開始当初

は、SRL誌の編集部が資金の徴収、送付、縁組斡旋を行い、

孤児院側にも写真や名簿、翻訳も含めた手紙の送付が求

められ、大きな負担がかかっていたようです＊７。1952年

からは谷本が提唱したヒロシマ・ピース・センターにそ

うした手続き業務が移管されたものの、作業はほとんど

無報酬で行われるような状態でした。十分な調査や相談、

監督が行われず、翻訳の人手も足りないまま精神養親子

間で順調な交流を続けることは難しかったといえます。

さらに、川口悠子氏をはじめとする近年のヒロシマ研

究・戦後史研究は、アメリカによる原爆孤児の「救済」

が何を意味していたか、異なる見方を提示しています＊２。

すなわち「豊かなアメリカ社会が「親」として振る舞い、

困窮したアジア人の孤児を「子」として家族の中に迎え

入れる」試みとして、精神養子を捉える視点です。情緒

的な結びつきを強調することでアジアにおける立場を強

固なものにしようとする「冷戦オリエンタリズム（Cold 

War Orientalism）」に基づくと考えることもできます。

精神養子運動は、私的な「家族」「親子」の絆をアピー

ルしながら、原爆投下の罪悪感や批判を解消し、アメリ

カに従属する日本の姿、不均衡な関係を隠すものでもあっ

たのです。さらにいえば、精神養親の7割は女性が占め、

註
＊１ �資料により2,000 ～ 6,500人と開きがあり、正確な数は不詳

（高橋三郎「研究ノート「原爆孤児」問題」（2009）新田光子
編『戦争と家族―広島原爆被害研究』昭和館, pp. 69-70）。

＊２ �今回、筆者の力不足により広島の里親実践を取り上げられな
かったことをご容赦ください。本稿の多くは、川口悠子（2010）

「谷本清とヒロシマ・ピース・センター：占領下広島における
原爆被害認識に関する考察」『同時代史研究』3,同時代史学会, 
pp.3-18と、同氏の博士論文（2013）「広島の「越境」 : 占領
期の日米における谷本清のヒロシマ・ピース・センター設立
活動」東京大学, 甲第29761号の研究成果に依拠しています。
また、2019年末に放送されたBS1スペシャル「さしのべら
れた救いの手～“原爆孤児”たちの戦後」は、原爆孤児の現
在までを追った貴重な映像となっています。

＊３ �John Hersey (1946) HIROSHIMA, The New Yorker, 
1946.8.31

＊４ �Norman Cousins (1949) Hiroshima- Four Years Later,  
Saturday Review of Literature, 1949.9.17

＊５ �Editor (1950) Letter to the Editor, Saturday Review of 
Literature, 1950.6.3

＊６ �河野実・遠田新一（1957）「（調査）広島における精神養子
の実態の一考察（Ⅰ）」『政経論叢』広島大学政経学会, 7(1), 
pp.117-144

＊７ �新田光子（2017）『広島戦災児育成所と山下義信―山下家文
書を読む』法藏館

〔写真7-1〕�精神養親となったフューソン氏とその家族＊５

　　　　 　�家族構成、身なりや部屋の様子などから、
　　　　　　アメリカの裕福な中流家庭であることが窺えます。

「アメリカの良心の支柱」は「アメリカ婦人」だと称賛さ

れました＊６。つまり、「冷戦オリエンタリズム」を支える

役割をアメリカ女性が果たしていたといえます。このよ

うに、子どもを救おうとする試みや働きかけの周りには、

様々な思惑が存在し、歴史的な意味を帯びていることが

あります。その活動の只中にいると、目前の子どもを救

うことに精一杯で客観的にふり返ることはとても難しい

ですが、少し立ち止まって俯瞰してみると、活動の新た

な意味や位置づけが見えてくるかもしれません。

謝辞 �　本稿執筆にあたり、九州大学大学院の増木風佳氏に多くの
協力をいただきました。アメリカでの史料調査、コラムの内
容確認など、忙しい中での援助に深く感謝します。同氏（2019）

「敗戦後広島における「戦争孤児」の育成活動―広島戦災児
育成所（1945 ～ 1952）を中心に―」『九州教育学会研究紀
要』46, pp.89-96と、修士論文（2020）「被爆都市広島にお
ける精神養子運動（moral adoptions project, 1949-1959）
の研究」も、原爆孤児の新たな側面について書かれています。

　　　本稿はJSPS科研費17K13989の助成を受けたものです。

アメリカによる「救済」が意味するもの

ある少年は笑って「ぼくの養親はカリフォルニアにいるよ」
と言い、ある少女は「私のお母さんは音楽の先生なの」と言
います。みんな孝行したいと願い、誇りに満ちています。ア
メリカからの手紙を毎晩ベッドの近くに置いて寝ています。

One boy says smiling “Mine is in California,” while a 
girl says “My mother is a music teacher”. They are all 
very proud, with filial heartiness. They put the pictures 
from America near their beds every night.＊５



の寄付や助成について
　地域の里親会は主に会費収入によって運営されていますが、近年は寄付や助成による収入も増えて
いるようです。そこで、里親会の寄付や助成についてアンケートを実施しました。寄付や助成をもっ
と増やしたい、とお考えの里親会の参考になれば幸いです。なお、ご回答いただいた里親会の事務局
の皆さま、ありがとうございました。（木ノ内博道）

　アンケートの実施時期は2020年1月。回答数は
36。2つの里親会については支部にあたる里親会から
も回答をいただき、これについては回答数に加えまし
た。
　会費のみで運営している里親会は4（1.1％）。寄付と
助成の両方を受けている里親会が17（47.2％）。会費
以外に寄付のみが2（0.6％）。会費以外に助成のみが
13（36.1％）となりました。

●寄付の相手先
　個人、企業、会員（会費支払い時のおつり、会員に
よる里親会活動の事業収入など）、国際ソロプチミスト
の支部、地方紙新聞社、遊戯協会基金、家庭養護促進
協会、自治会、地方銀行、赤い羽根共同募金会、ライ
オンズクラブ、更生保護女性連盟、医療機関、ドレッ
シング工場など。ユニークなものとしては「里親を応
援する会」というものもありました。
●�金額と使用目的
　当然ともいえますが個人や会員からの寄付については
数万円程度。特に使用目的を定めない寄付と子どもたち
への預託金として寄付をもらう場合があるようです。ま
た、里親大会の際の里親表彰としていただくケース。
　里親会規約にうたい、企業から賛助会員として寄付
を募っている里親会や、里親会主催のイベントの後援
としていただくこともあるようです。

●�助成の相手先
　県、市から助成を受けている里親会が多い。他には、
社会福祉協議会、NHK歳末たすけあい、赤い羽根共同
募金会、全国里親会、キリン財団、公益法人などの福
祉基金など。
●�金額と使用目的
　助成については使用目的が明確であり、里親会運営
補助費、児童養護施設とのふれあい事業連携促進事業
費、里親支援機関設置費、里親里子交流促進事業費、
里親制度啓発活動事業費、入進学就職児童激励会費、

研修会費、会員相互交流（バーベキュー）、機関誌発行
事業費、ホームページ作成管理費、里親里子賠償責任
保険、里子訪問事業費、全国里親大会ブロック大会参
加助成、里親サロン費、里親啓発グッズ作成費、普通
自動車運転免許支度金、里親月間事業費など。
　助成については寄付と異なり、助成目的がはっきり
している分だけ金額も数十万円規模になるところが多
いといえます。また、寄付や助成を受けている里親会
は活動も積極的で、活動の停滞している里親会と二極
化しているように感じます。

　次のような意見が寄せられました。
●�助成については事業計画、予算をたてて申請するが、

使用目的が決まっているのがネック。
●�金品以外にイベントのチケットや子ども向けのDVD

をもらうことがあるが、定期的ではない。
●�里親会の事務局が児童相談所にあったときはすべて

事務局任せだったが、現在は里親制度啓発事業など
新聞広告を行い積極的になってきている。

●�当会は寄付金を募る活動はしていない。寄付を募っ
てお金を集めたとしても、それを活用するための事
業計画策定や執行、会計処理、報告などを適切に行
う体制がない。

●�共同募金受配団体として登録しており毎年申請して
いる。隔年で活動状況についてヒアリングがある。

●�イオンの黄色いレシートキャンペーン応援団に登録
して、里親制度の普及をはかる活動をしており、事
業の一部として資金をいただいている。

●�寄付や助成は活動に対していただけるもので、寄付
や助成をいただくための活動になってしまっては意
味がない。里親の日々の努力や子育てを評価しても
らいたい。

●�スタッフ不足で里親会の事務が進まない。寄付をお
願いするスタッフもいない。

●�新聞に里親会のロゴを掲載してもらうなど広告料相
当額の寄付をしてもらっている。

●�寄付のお願いで、保護された子どもたちはこんなに
苦労しているんです、といったPRには抵抗がある。
マイナスポイントをあげて寄付を募るのは難しい。

里親会

昨年度、寄付や助成を受けた里親会

寄付について 寄付や助成のお願いで困っていること

助成について
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昨年暮れになって、来年度から里親手当が改定になるというニュースがありました。
改定とともに2人目以降の里親手当も1人目と同額になります。（木ノ内博道）
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　現在の里親手当は、養育里親の場合月額86,000
円（2人目以降43,000円）、専門里親については月
額137,000円（2人目以降94,000円）ですが、来
年度から養育里親については90,000円（2人目以
降も同額）、専門里親については141,000円（2人
目以降も同額）となります。
　このほか、レスパイトケアについては、これまで
全年齢とも日額5,600円でしたが、2歳未満につい
ては8,640円に改定されます（2歳以上は5,600円）。
　全国里親会としては昨年1月30日に「社会的養
育推進における要望書」を根本前厚生労働大臣に申
し入れました。ここで、「里親家庭における養育環
境の一層の整備」として里親手当の一層の充実、里
親手当の2人目以降の里親手当を1人目と同額に、
と要望してきました。これらの要望が受け入れら
れたものと感謝しています。

　まだ来年度の国家予算は成立していませんが、厚
生労働省の概算要求が昨年8月末に発表されていま
す。そのなかで、里親関係の部分を紹介します。
　里親関係では「里親への委託前養育支援事業等

（新）」、「里親養育包括支援（フォスタリング）職
員研修事業」、「里親制度・特別養子縁組制度の普
及促進（拡充）」があります。
　里親への委託前養育支援事業では、新しく補助
基準額（案）が計上されています。
①�里親への委託前養育支援事業として、一般生活
費：1,689円（日額）、マッチング訪問旅費：3,490
円（日額）、里親研修旅費：3,490円（日額）が
計上されています。

　�　従来、里親認定をされても、子どもの委託が
ない段階での支出は里親の負担でしたが、来年
度からはそうした活動にも経済的支援が行われ
ることになりました。
②�里親への短期預かり委託支援事業　
　�　「里親への短期預かり委託支援事業」とは聞きな

れない事業ですが、市町村の行うショートスティ里
親に対して事業予算がつけられたということです。

　◦�短期預かり生活援助：2歳未満時8,630円（日
額）、2歳以上児4,720円（日額）

　◦��夜間養護等：基本分900円（日額）、宿泊分
900円（日額）、休日預かり事業2,100円（日額）

里親手当の改定

来年度の里親関係予算

里親手当の  改定  ・来年度の里親関連  概算要求

しつけと称しての体罰が相次いだことか
ら、昨年の6月に児童虐待防止法と児童福祉
法が改正されました。今年4月に施行される
改正法では、体罰にあたる行為を明確に定義
し、具体的に示すこととなっていました。厚
生労働省は検討会をもうけて、体罰禁止ガイ
ドラインを作成中です。

報道では、検討会では体罰を「身体に苦痛
を与える罰」と定義し、具体的には「ほおをた
たく」「長時間正座させる」「夕飯を与えない」「殴
る」などが挙げられているとのことです。

親がしつけのためだとしても、子どもの身
体に何らかの苦痛または不快感を起こす行為
はどんなに軽くても体罰にあたる、ともして
います。言葉による暴力も体罰と同じ、との
意見が相次いでいるとのことです。しかし、
改正法では、言葉や態度によって戒める行為
は対象外としています。

施行直前になってもブレが大きく、ネット
上では「道を逸れる前にしつけをするのが親
の仕事」「保護者に難題が求められるように
なる」などの声が挙がっています

里親家庭にとっても他人ごとではありませ
ん。体罰によらない子育てを、里親会などで
話し合っていきたいものです。

改正の児童虐待防止法・
児童福祉法、4月施行
体罰の定義や具体的な行為について解釈が
揺れています



2019年11月～ 2020年1月末トピックスホット H O T  T O P I C S

『里親だより』は季刊で発行しています。本号で
は2019年11月から2020年1月末までの動きをお
知らせします。

全国里親会関連の動き
　令和元年12月に、ブロック長会議、理事会、評議員会、
各委員会会議が開催されました。いずれも令和2年度
の事業計画が議題でした。 

日本フォスターケア研究会が開催
　12月15日（日）、オリンピック記念青少年総合セン
ター（東京・渋谷区）にて、第6回日本フォスターケ
ア研究大会が開催されました。基調講演は西澤哲氏(山
梨県立大学教授)「これからの里親の養育に期待されて
いること」。

議連の動き
　自民党「児童の養護と未来を考える議員連盟」と超
党派による「虐待から子どもを守る議員の会」の合同
勉強会が精力的に開催されています。
▶11月13日（水）衆議院第一議員会館
議題：�「子どもの権利擁護制度構築に向けて・世界各国

の子どもコミッショナー制度とは」
国連子どもの権利委員会、大谷美紀子弁護士・熊本学
園大学福祉環境学科、堀正嗣教授
▶11月19日（火）参議院会館地下1階
議題：�「子ども家庭情報共有システム」等について
厚労省、法務省からの報告など。
▶12月5日（木）参議院会館にて
議題：�「英国における子ども・家庭ソーシャルワーカー

の資格と育成」
子どもの虹情報研修センター 増沢高氏 
▶12月17日（火）衆議院第二議員会館
議題：�「子どもコミッショナーが子どもの権利擁護に果

たす役割」
スコットランド子ども若者コミッショナー、ブルース・
アダムソン氏

▶12月18日（水）参議院会館にて 
議題：�①「都道府県社会的養育推進計画の策定要領に

基づく各自治体の推進計画作成状況②児童相談
所全国共通ダイヤル「189」整備状況③要保護
児童等に関する情報共有システム」について

子どもの家庭養育推進官民協議会
研修会開催

　11月23日（土）、日本財団（東京・港区）において、
子どもの家庭養育推進官民協議会による研修会が行わ
れました。テーマは「これからの社会的養育を考える
シンポジウム」。
　一般公開の第1部では、講演「弁護士が児相にいる
ことの意義～福岡市の取組みから～」（福岡市こども総
合相談センター久保健二弁護士）ほか。

ランドセル寄贈式
　12月4日（水）セイバン心斎橋店（大阪）にて、ラン
ドセルの寄贈式が行われました。今回は希望数184個を
すべて寄贈いただきました。ありがとうございました。

令和2年度の全国大会、ブロック大会などの予定
▶�全国里親大会：10月3日・4日、徳島県里親会（あ 

わぎんホール）
▶�北海道地区里親会連絡協議会：9月12日・13日、 北

海道里親会連合会（北見芸術文化ホール）
▶�東北地区里親会連絡協議会：7月23日・24日、山 

形県里親会（山形テルサ）
▶�関東甲信越静里親協議会：7月12日、神奈川県里親

会（ワークピア横浜）
▶�東海・北陸ブロック里親連絡協議会：5月30日・31日、

石川県里親会（ホテルビナリオ KOMATSU セントレ）
▶�近畿地区里親連絡協議会：6月28日、奈良県里親会（奈

良市中部公民館）
▶�中国地区里親会：5月30日・31日、岡山市里親会 
（ピュアリティまきび）

▲ 日本フォスターケア研究会 大会風景

▲ ランドセル授与式のあと子どもたちにサンタさんからのプレゼント
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話題の言葉 （社会的養護・子ども・若者・女性）
――皆さんはどれだけ知っていますか。（木ノ内）
▶�身の丈発言（「自分の身の丈に合わせて頑張っても

らえば」という文部科学相の発言が問題に）
▶�スクノマ（スクールノマド。不登校には負のイメー

ジがあるので言い換えようとの動き）
▶�プレーリーダー（子どもたちが楽しく遊べて体を

動かすよう導く人。欧州で始まったが日本でも人
気が出てきた）

▶�スニーカークリーニング（全国のクリーニング店
で靴を洗浄するサービスが広がっている）

▶�未婚ひとり親（厚労省は未婚ひとり親に国民年金
保険料を全額免除する方針）

▶�母子シェアハウス（母子を対象にしたシェアハウ
スが広がりつつある）

▶�赤ちゃんマーク（日本航空のウェブサイトで、小
さい子ども連れの乗客が予約したことを知らせる
赤ちゃんマークが海外で話題になっている）

▶�パプリカダンス（パプリカはNHKの2020年応援
プロジェクトの名称。これに合わせて踊るダンス
が子どもたちの間で人気）

▶�エボラ孤児（西アフリカで流行したエボラ出血熱
で親を亡くした孤児の貧困が問題になっている）

▶�きょうだい児（障害のある兄弟姉妹をもつ子ども
を支援する動きが広がっている。障害児中心の家
庭のなかで自分の感情を出すことができないで苦
しむ子どもが少なくない）

▶�生きる冒険地図（精神疾患のある親の子どもが不
安定な生活環境のなかで自分を守り生き抜く方法
をまとめた本が話題になっている。さいたま市の
支援団体が作った）

▶�単独親権（離婚すると父母の一方しか子どもの親
権をもてないのは違法として集団訴訟が始まった）

▶�焼き場の少年（原爆投下の長崎で、死んだ弟の火
葬を待つ少年の写真。ローマ法王の配布指示を受
けて話題に）

▶�マタハラ早産（上司からマタハラを受けて早産し
たと30代研究員が労働審判を申し立てた）

▶�ペアレンタルコントロール（子どものスマホのア

プリ課金やゲーム時間を管理する取り組み）
▶�嫡出推定（別居中の元妻が、凍結保存中の受精卵

を移植、夫の同意書なしで出産。子どもの男性と
親子関係が争われた訴訟で大阪地裁は嫡出推定を
認めた）

▶�幼児向けサングラス（ベビーカーの上でまぶしそ
うにしている赤ちゃんを見かけるが最近幼児向け
サングラスが人気）

▶�すぐ飲める液体ミルク（紙パックや缶入りの液体
ミルクに乳首をつけてすぐ飲めるようにした製品
が相次いで発売されている）　

▶�生理バッジ（大阪の大丸梅田店が女性従業員向け
に導入。いたわり合うようにというのが目的だが
賛否両論で見直しを行う）

▶�放置子（親にほったらかしにされている子どもの
こと。近所を歩き回ったり顔見知りになった人の
家に上がっておやつをねだったり居座って帰らな
かったりする。関心が高まっている）

▶�幼児誌付録（幼児向けの雑誌の付録が豪華だと話
題に）

▶�生き物児童書（ざんねんな、などのタイトルのつ
いた本が売れている。マイナスイメージの個性
に共感）

▶�多胎児支援（厚生労働省は双子や三つ子といった
多胎児の子育てに特化した支援を行う）

▶�学齢簿（文科省は増え続ける外国籍の子どもが公
立学校に通いやすくするよう2020年度から義務教
育年齢の子どもの名前を記載した学齢簿の作成を
自治体に通知した）

▶�地縁たまご（たまごは他人の孫のこと。千葉県柏
市の高齢者が開いている書道教室の名前）

▶�母乳バンク（厚労省が全国的に整備する方針。母
乳の出ない母親の代わりに別の母親の母乳を、小
さく生まれた赤ちゃんに無償で提供する）

▶�子ども基本法（日本財団の笹川陽平が提言。子ど
もの権利条約が縦割り行政で十分機能していない。
基本法の制定が必要だ）

▶�四国地区里親連合会連絡協議会：10月3日・4日、
徳島県里親会（あわぎんホール）
▶�九州地区里親連絡協議会：9月5日・6日、佐賀県 里

親会（唐津シーサイドホテル）

▶�第4回里母の集い研修会in福岡：12月12日・13日、
福岡県里親会（クローバープラザ）
▶�第2回里親制度研修講座：10月末（予定）、全国里親

会（場所未定）
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●データを読む、といった記事が多くなってしまいました。でも、変化の時期ですので、しっかり
現状を把握していきましょう。里親制度の発展のために（木ノ内）●小学生の子が弁当を作る絵本を

見たら、我が家のＡ君が「自分も作る！」と言い出し、いきなり家族の分も含めた複数のお弁当を作ってく
れました。感動しました！（船矢）●社会全体が変わりつつある今、どんな時代になっていくのかなと、色々
感じながら子育てしています。こんな時こそ、しっかり子どもの声に耳を澄ませていたい。（齋藤）

編 集
後 記

● おすすめの本 ●

原作者の竹下和男氏は香川県で約30年間、小中学校の
教員・教育行政職に携わった人。最近は塾や習い事など「学
ぶ時間」を重視するあまり、生きるために大切な衣食住の

「くらしの時間」が減っていると危機感を抱いてきました。
それを取り戻すため2001年校長として赴任した綾

あやかわ

川町立
滝
たきのみや

宮小学校で「弁当の日」というユニークな食育活動を
始めたところ、今では全国の学校に広がる一大ムーブメン
トに。本書は、初めて「弁当の日」を経験する小学生のケ
ンタを中心に、子どもたちの成長する姿と「弁当の日」の
教室風景を、彩り豊かに紹介した絵本です。
「弁当の日」は決して「親が用意した弁当」を持参する

日ではありません。大人が手伝うのは禁止、献立から買い
出し、調理、弁当箱詰め、片付けまですべて子ども自身が
行い「自分の力だけで作った弁当」を持ってくる日です。
それを秋から冬にかけて月に1回、計5回行います。「そ
んなことできるの？」と思ってしまいそうですが、もちろ

絵本“弁当の日”がやってきた！！
原作 竹下和男　絵と文 魚戸おさむ　2015年9月発行　㈱河出書房新社　定価1,400円＋税

ん作れない子のために「親子で一緒
に作る」「おにぎりを作る」「（作ってもらった）弁当をあ
りがとうと感謝して食べる」と他の選択肢も選べるように
なっています。ケンタも最初は感謝して食べる「ありがと
う」コースでしたが、回数を重ねるごとに増えるクラスの
子たちの手作り弁当を見ながら、ケガを心配して反対する
お母さんを説得して、ついに1人で弁当を作ることにチャ
レンジします。

初めて自分だけで作る「弁当の日」の朝。ケンタは早起きし、
1人で包丁を使い、ガスコンロに火をつけ、みごとに自分の
弁当を作りあげました。ケンタの作った弁当はクラスの子に
大うけ。真っ白いご飯の上に真っ黒に焦げた野菜がのってい
る弁当だったから。でも野菜が焦げたなんてどうでもいいこ
と。初めて弁当を自分の力だけで作ったケンタはうれしくて、
次回に向けおおいに自信をつけたのでした。

齋藤直巨

主人公の若き心理士、ハカセは、9年に及ぶ苦しい学
究生活を終えて、骨太の方針のもと就職活動を始めます。
その方針とは、【第一条】カウンセリングがメインの業務、

【第二条】家族を養えるだけの給料、【第三条】地域は選
ばない、というものだった。多くがアカデミックな就職
を目指す中、「真の臨床心理学徒ならば、面接室で仕事す
るべき！」という熱い思いを抱えて探すが、臨床心理士
という高学歴ワーキングプアど真ん中の職業ゆえ、すぐ
に困難に直面します。

ようやく見つけた職場はなんと沖縄の精神科クリニッ
ク。初日から上司にこう言われます。「とりあえず座っと
いて」。しかし、座ってみると、1分と間が持たない。

セラピーの仕事を「する」と思っていたら、精神科デ
イケアに「いる」という仕事が多くの時間を占める中、「何
かをする（セラピー）」と「そこにいる（ケア）」というこ
とを根本的に見つめなおし、やがて「ただ居るだけ」の価
値を見出していく。ハカセの探求の旅は、自身の一身上の

変化とともに、意外な方向に転換する。
この本の面白いところは、学術書とは思えない程にポッ

プな文章で重たくなりがちな内容を表現しているところ。
そして、ハカセの考察が、居場所型デイケアにいる人と
接する中で見事な物語として展開していくところにあり
ます。沖縄で知り合った人々との人間ドラマは、どこか
牧歌的で、その世界に飛び込んでみたいような気持ちに
もなります。
「何かをする」ということと、「そこにいる」というこ

との狭間でゆれるハカセの気持ちは、子どもと暮らす里
親としても共感してしまう部分もあります。一緒にいる
その時をどう過ごしていくのが良いのか。子どもに寄り
添うということはどんなことか。ほんわかだったり、ザ
クっと痛みがあったりしながら考えさせられる作品です。

第19回大佛次郎論壇賞、紀伊國屋じんぶん大賞2020、
第73回毎日出版文化賞受賞作品。

居るのはつらいよ－ケアとセラピーについての覚書
著 東畑　開人　2019年2月発行　㈱医学書院　定価2,200円

船矢佳子




